
◎例年開催しております「朝日園地域交流サマーフェスティバル」
は、本年朝日園の改修工事中のため中止させていただきます。

　

平
井
小
学
校
様
よ
り
、手
作
り
作
品
を

頂
き
ま
し
た
。

　

作
業
場
の
ペ
ン
立
て
や
花
瓶
入
れ
と
し

て
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
手
作
り
作
品
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
井
小
学
校
様
よ
り
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社
会
福
祉
法
人　

朝
日
園

　
　

理
事
長　
　

菅　

谷　

隆　

志

赤
井
電
機

富
士
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
業
㈱

香
川
労
済

行
成
輝
見

山
地
繁
雄

石
原
恒
忠

香
川
県
農
業
共
同
組
合

三
木
町
支
店

㈱
朝
日
段
ボ
ー
ル

　

朝
日
園
で
は
各
種
印
刷
業

務（
デ
ザ
イ
ン・編
集・印
刷
）

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。営
業
が
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
れ
る
よ
う
、が
ん
ば

り
ま
す
。

　

こ
の
度
、理
事
定
数
の
１

名
増
に
伴
い
、大
久
保
厚
氏

（
前
香
川
県
農
業
協
同
組
合

理
事
長
、元
社
会
福
祉
法
人

香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事
）が
常
務
理
事
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

http://www.asahien.or.jp/

ご
厚
志

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
寄
附
者
（
敬
称
略
）

社会福祉法人朝日園の理念

福祉サービス  質の向上 人権尊重、障害者の自立と
社会参加を支援

報　恩　感　謝福祉サービス  質の向上 人権尊重、障害者の自立と
社会参加を支援

報　恩　感　謝

福祉サービスの理想像を
求めて常に前進する

１人ひとりの人格を大切に
生きる喜び・働く喜びを知る

社会に開かれた活気に満ちた環境を創る

常に深い感謝の心を
もって自ら行動する

▲園内で行われた花見会

こ
の
広
報
誌
は

朝
日
園
で
作
成

さ
れ
て
い
ま
す

（
０
８
７
）８
９
８
ー 

２
３
９
９

■
印
刷
専
用
電
話

6月11日（水）
  ～13日（金）
6月14日（土）
6月16日（月）
  ～20日（金）
6月
7月
7月29日（火）

8月
8月
9月 1日（月）
9月
9月

県外研修旅行（2泊3日/伊勢・志摩方面）
［朝日園・朝日エイト］

リハビリ場・作業場の改修工事開始［朝日園］ 

実習生実習（香川大学４名）［平成園］　　

機関誌「へいせい25号」発行［平成園］
機関誌「エイト7号」発行［朝日エイト］
第8回社会福祉法人「朝日園グループ」と氷上
卓球スポーツ少年団等との卓球交流会［全施設］
ナイスハートバザールin香川2008［全施設］
合同バーベキュー［全施設］
防災訓練［全施設］
第10回地域交流ふれあいフェスティバル［全施設］
県外研修旅行（1泊2日）［全施設］

これからの予定 2008

お知らせ

　

去
る
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
百
八
回
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

白
井
義
男
理
事
長
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

理
事
の
皆
様
の
ご
同
意
を
得
て
、計
ら
ず

も
理
事
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

前
理
事
長
の
も
と
常
務
理
事
と
し
て

の
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
に
も
汲
々
と
し

て
い
た
身
に
は
、文
字
ど
お
り
晴
天
の
霹

靂
で
あ
り
、戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
法
人
朝
日
園
に

お
寄
せ
頂
い
た
沢
山
の
人
た
ち
の
汲
め
ど

も
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
心
温
ま
る
福

祉
の
心
に
微
力
な
が
ら
お
応
え
し
な
け

れ
ば
と
の
思
い
で
お
受
け
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

　

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

思
え
ば
故
白
井
要
平
初
代
理
事
長
の

昭
和
五
十
年（
一九
七
五
）の
法
人
朝
日
園

の
創
設
以
来
三
十
余
年
に
わ
た
る
連
綿

と
す
る
歴
史
は
、こ
こ
香
川
の
地
に
障
害

者
福
祉
の
草
創
期
に
始
ま
る
基
礎
を
築

く
、理
想
の
実
現
に
向
け
た
建
設
の
時
代

で
し
た
。

　

白
井
義
男
第
二
代
理
事
長
は
、初
代

理
事
長
亡
き
あ
と
の
平
成
十
五
年（
二
〇
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〇
三
）九
月
に
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、九

を
数
え
る
施
設
、事
業
群
の
旧
態
依
然

と
し
て
い
た
運
営
、管
理
を
、法
人
全
般

の
人
事
、内
務
事
務
の一
体
化
と
授
産
の

Ｉ
Ｔ
化
を
、そ
の
卓
越
し
た
企
業
経
営
的

手
腕
を
も
って
強
力
に
指
導
さ
れ
る
と
共

に
、懸
案
の
朝
日
園
の
老
朽
化
し
た
施
設

群
の
大
規
模
改
修
に
敢
然
と
し
て
道
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
下
の
最
大
の
課
題
は
、障
害
者
自
立

支
援
法
の
も
と
新
事
業
体
系
へ
の
移
行

を
図
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、現
在
の
利
用
者
の
個
々
人

の
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
踏
ま
え
た
、ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ン
グ（
軟
着
陸
）の
移
行
こ
そ
私
共
の

責
務
と
考
え
ま
す
。

　

法
人
経
営
に
も
報
酬
面
を
初
め
厳
し

い
局
面
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
こ
れ
ま
で
法
人

朝
日
園
の
経
営
は
健
全
か
つ
順
調
に
推

移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
法

人
の
理
念
で
あ
る『
報
恩
感
謝
』の
誠
を

も
っ
て
、職
員
、利
用
者
の
皆
さ
ん
と
共
に

手
を
携
え
、誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
の
程
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
二
月
五
日（
火
）香
川
県
議

会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
宮
本
欣
貞
文

教
委
員
長
他
、二
十
一
名
）の
一
行
が
朝
日
園

へ
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。利
用
者
の
人
達

の
現
場
を
視
察
、作
業
中
の
利
用
者
一
人
ひ

と
り
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
頂
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
川
県
議
会
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
朝
日
園
視
察

軽
作
業
科
に
て

印
字
科
に
て

印
刷
科
に
て

宮本欣貞文教委員長からのご挨拶
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新
職
員
の
紹
介

法
人
新
常
務
理
事

就
任
の
お
知
ら
せ

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

立
岡　

優
理

（
す
ず
ら
ん・
生
活
支
援
員
）

　

利
用
者
さ
ん
に
誠
実
に

接
し
、経
験
を
重
ね
な
が
ら

毎
日
を
充
実
し
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

藤
倉　

香
保
里

（
朝
日
エ
イ
ト・
生
活
支
援
員
）

　

仕
事
や
利
用
者
さ
ん
の

顔
と
名
前
を
早
く
覚
え
ら

れ
る
よ
う
一
所
懸
命
が
ん
ば

り
ま
す
。

柳
生　

明
香

（
朝
日
園
・
事
務
員
）

大久保　厚　理事



スローガン

●事業活動収支計算書

福
祉
事
業
活
動
収
支
の
部

収　

入

収　

入

支　

出

支　

出

授
産
事
業
活
動
収
支
の
部

事
業
活
動
外
収
支
の
部

特
別
収
支
の
部

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

決算額 決算額

収　

入

収
入

支　

出

支
出

借入金利息補助金収入
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
事業活動外収入計⑺
借入金利息支出
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
事業活動外支出計⑻

事業活動外収支差額⑼=⑺-⑻
経常収支差額⑽=⑶+⑹+⑼
施設整備等補助金収入
特別収入計⑾
固定資産売却損・処分損(売却原価)
国庫補助金等特別積立金積立額
特別支出計⑿
特別収支差額⒀=⑾-⑿

当期活動収支差額⒁=⑽+⒀
前期繰越活動収支差額⒂
当期末繰越活動収支差額⒃=⒁+⒂
その他の積立金取崩額⒆
その他の積立金積立額⒇
次期繰越活動収支差額
(21)=⒃+⒄-⒅+⒆-⒇

(自)平成19年4月1日 (至)平成20年3月31日 ●貸借対照表
【資産の部】 【負債及び純資産の部】（円） （円）（円）

流動資産   
　現　　金   
　預　　金   
　受取手形   
　売掛金   
　原材料   
　未 収 金   
　仮 払 金   
固定資産   
　基本財産   
　　建    物   
　　土    地   
　その他の固定資産  
　　建    物   
　　構 築 物   
　　機械及び装置  
　　車輌運搬具  
　　器具及び備品  
　　土    地   
　　ソフトウェア  
　　措置施設繰越特定預金 
　　移行時特別積立預金  
　　その他の積立預金  
　　その他の固定資産  
　
資 産 の 部 合 計

当年度末
流動負債
　買　掛　金
　未　払　金
　預　り　金
　仮　受　金
固定負債
　設備資金借入金
　退職給与引当金
負 債 の 部 合 計

基 本 金
　基 本 金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
　人件費積立金
　修繕積立金
　備品等購入積立金
　移行時特別積立金
　次期繰越活動収支差額
（うち当期活動収支差額）
  純資産の部合計

  
負債及び純資産の部合計

当年度末

平成20年3月31日現在

　

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
に
つ
い
て
、
三
月
十
八
日
開
催
の
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
計
画
と
し
て
、
朝
日
園
、

朝
日
平
成
園
、
朝
日
エ
イ
ト
、
す
ず
ら

ん
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
新

事
業
体
系
へ
の
移
行
に
む
け
て
本
格
的

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
想

定
す
る
移
行
体
系
と
し
て
、
障
害
者
の

就
職
を
目
標
と
し
た
「
就
労
移
行
支
援

事
業
」
、
施
設
で
の
福
祉
的
就
労
の
継

続
を
目
標
と
し
た
「
就
労
継
続
支
援
事

業
Ｂ
型
」
、
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
そ

の
施
設
と
の
雇
用
契
約
を
も
と
に
就
労

す
る
「
就
労
継
続
支
援
事
業
Ａ
型
」
、

日
常
の
介
護
と
生
活
支
援
を
得
て
、
福

祉
的
就
労
に
も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る

「
生
活
介
護
事
業
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
朝
日
園
で
は
開
設
以
来
三
十

年
を
超
え
た
老
朽
化
の
進
む
建
物
群
の

大
規
模
改
修
に
着
手
し
ま
す
。
平
成
二

十
年
六
月
か
ら
「
リ
ハ
ビ
リ
棟
・
作
業

棟
」
の
改
修
が
五
ヶ
月
間
の
工
期
で
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
順
次
、
入
所
用
個

室
の
増
築
、
生
活
棟
を
改
修
し
て
、
四

人
部
屋
か
ら
二
人
部
屋
へ
の
転
換
を
図

り
、
併
せ
て
管
理
棟
の
改
修
を
行
う
計

画
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

・ 

美
し
い
施
設 

心
を
一
つ
に

・ 

イ
ノ
ベ
ー
ト
朝
日
園

を
掲
げ
て
、
地
域
福
祉
に
尚
一
層
の
寄

与
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度

社
会
福
祉
法
人
朝
日
園 

事
業
計
画
の
概
要

４
月　

開
園
記
念
式
典・花
見

５
月　

理
事
会・評
議
員
会・後
援
会
総
会

 

さ
つ
き
会
総
会・朝
日
平
成
園
家
族
会
総
会

 

日
帰
り
県
外
研
修
旅
行

６
月　

県
外
研
修
旅
行
二
泊
三
日
、健
康
診
断

 

リ
ハ
ビ
リ
場・作
業
場
の
改
修
工
事
開
始

７
月　

夏
季
訓
練

８
月　

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
in
香
川
２
０
０
８

 

合
同 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

９
月　

第
10
回
地
域
交
流
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

県
外
研
修
旅
行
一泊
二
日
、防
災
訓
練

10
月　

理
事
会・評
議
員
会

11
月　

年
賀
状
印
刷
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月　

忘
年
会

１
月　

防
災
訓
練

２
月　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
が
わ
出
場

３
月　

理
事
会・評
議
員
会

　
　
　

個
別
支
援
計
画
会
議

平成20年度行事計画

【
イ
ノ
ベ
ー
ト
】・・・革
新﹇
刷
新
﹈す
る

　

今
年
三
月
、
県
よ
り
施
設
等
で
働
く
障

害
者
を
対
象
に
、「
香
川
県
工
賃
増
額
支

援
計
画
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
国

の「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
」に
基
づ
く『「
福

祉
か
ら
雇
用
へ
」「
推
進
五
ヵ
年
計
画
」』の一

環
と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
推
進
す
る
べ
く
、全
都
道
府
県
に
お
い
て

平
成
十
九
年
度
中
に
「
工
賃
倍
増
五
ヵ
年

計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
た
も
の
で
す
。計
画
達
成
の
期
間

は
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
は
地
域
で「
障
害

者
が
そ
の
有
す
る
能
力
お
よ
び
適
性
に
応

じ
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生

活
を
営
む
」こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
所
得
保
障
と
し
て
障
害
年
金
を
始

め
と
す
る
社
会
保
障
給
付
等
に
よ
る
収
入

に
加
え
て
得
ら
れ
る
授
産
工
賃
水
準
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
当
県
の
授
産
施
設
の
平
成

十
八
年
度
の
平
均
工
賃
月
額
が一万
一千
円

余
、
全
国
平
均
一万
二
千
円
余
を
下
回
り
、

全
国
三
十
二
位
の
低
位
に
あ
る
現
状
が
分

析
さ
れ
、
国
の
計
画
に
な
ら
い
、
当
県
の
平

成
二
十
三
年
度
末
の
目
標
工
賃
額
を
二
万

四
千
円
と
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
思
い
出
し
ま
す

の
は
、
香
川
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議

会
が
平
成
十
二
年
に
独
自
に
調
査
し
取
り

ま
と
め
た
「
香
川
県
内
の
授
産
施
設
・
小

規
模
作
業
所
実
態
調
査
結
果
と
授
産
活

性
化
事
業
の
取
り
組
み
に
つい
て
」
の
冊
子

に
記
載
さ
れ
た
平
均
工
賃
月
額
一
万
四
五

〇
円
、こ
れ
は
い
み
じ
く
も
そ
の
後
六
年
を

経
過
し
た
上
述
の
平
成
十
八
年
の
平
均
工

賃
月
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
と
い
う
厳
し

い
現
実
で
す
。

　

こ
の
事
実
か
ら
も
工
賃
倍
増
計
画
は
在

来
の
作
業
で
は
道
遠
く
、何
よ
り
も
先
ず
、

高
付
加
価
値
、
高
単
価
の
仕
事
の
開
拓
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
々
白
々
で
す
。ま
ず
、

仕
事
あ
り
き
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に

も
新
規
事
業
の
開
拓
を
初
め
、
施
設
間
の

連
携
の
強
化
、官
公
需
受
注
の
拡
大
等
々
、

生
産
面
の
環
境
整
備
が
先
決
で
あ
り
、一方

こ
れ
ま
で
と
は
異
質
で
特
段
の
質
と
量
の

福
祉
的
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

さ
て
、法
人
朝
日
園
は
、障
害
者
が
働
く

施
設（
授
産
施
設
）、朝
日
園
、朝
日
平
成
園
、

朝
日
エ
イ
ト
の
三
施
設
が
あ
り
ま
す
。障
害

の
故
に一
般
企
業
への
就
職
が
困
難
な
人
た

ち
が
就
労
自
立
に
励
み
、
自
立
と
社
会
参

加
の
実
現
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
福
祉
的
就
労
と
呼
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
三
施
設
は
、
軽
作
業
に
つい
て
は

下
請
作
業
を
共
通
の
作
業
と
し
つゝ
、
朝
日

園
で
は
印
刷
を
授
産
の
柱
と
し
て
き
ま
し

た
。近
年
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ピ
ー
機
等
の
爆
発
的
な
普

及
を
背
景
に
、
印
刷
離
れ
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
福
祉
の
心
厚
い
企
業
と
人
に
支

え
ら
れ
つつ
、売
り
上
げ
の
確
保
に
奔
走
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

経
営
効
率
の
改
善
や
品
質
向
上
、
よ
り
安

く
よ
り
速
く
納
品
が
可
能
と
な
る
製
造

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
工
賃
も
印
刷
の
粗
利
に
支
え

ら
れ
、月
平
均
三
万
三
五
九
円
と
、県
内
で

は
上
位
の
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

朝
日
園
で
は
、今
、更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
目

標
と
し
て
五
年
計
画
を
進
め
、
平
成
二
十

四
年
度
四
万
円
達
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
が
、実
現
の
た
め
に
は
売
上
の
大
幅
増
の

達
成
が
必
要
で
す
。厳
し
い
環
境
下
に
あ

る
だ
け
に
、そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
、「
隗

よ
り
始
め
よ
」の
中
国
の
故
事
に
倣
い
、
働

く
障
害
者
の
経
済
的
自
立
達
成
へ
の
熱
い

思
い
を
燃
や
し
続
け
て
い
く
職
員
と
利
用

者
の
意
識
改
革
が
重
要
で
す
。

社
会
福
祉
法
人 

朝
日
園　

理
事・評
議
員

151,533,049
7,115,844
8,448,954

167,097,847
134,578,389
18,919,880
-152,221
407,195
8,448,954

162,202,197
4,895,650

253,483,640
42,548,256
3,830,890
7,116,184
11,830,414
2,215,445
21,772,135
342,796,964
182,153,264
31,122,655
40,535,950
39,144,316
292,956,185
49,840,779

授産事業収入
国庫補助金等特別積立金取崩額
経理区分間繰入金収入
授産事業活動収入計⑴
授産事業支出
減価償却費
たな卸資産増減額
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
授産事業活動支出計⑵

授産事業活動収支差額⑶=⑴-⑵
自立支援費等収入
補助事業等収入
措置費収入
利用料収入
寄附金収入
雑収入
国庫補助金等特別積立金取崩額
福祉事業活動収入計⑷
人件費支出
事務費支出
事業費支出
減価償却費
福祉事業活動支出計⑸

福祉事業活動収支差額⑹=⑷-⑸

1,144,750
1,136,373
4,807,195
1,500,000
8,588,318
1,478,750
4,400,000
1,500,000
7,378,750
1,209,568
55,945,997
15,731,000
15,731,000
1,507,348
15,731,000
17,238,348
-1,507,348
54,438,649
287,586,080
342,024,729
4,839,000
10,800,000
336,063,729

404,370,379
0

327,066,534
2,716,685
15,868,971
850,266

53,540,730
4,327,193

1,181,238,792
743,534,228
457,808,861
285,725,367
437,704,564
2,836,374
5,110,896
58,642,430
15,282,796
22,940,618
12,953,326
13,624,602
2,000,000

255,392,718
41,128,500
7,792,304

1,585,609,171

48,818,459
10,748,808
29,071,679
2,684,628
6,313,344
57,292,304
49,500,000
7,792,304

106,110,763

547,722,338
547,722,338
297,191,123
298,521,218
1,200,000
12,800,000
29,128,500
255,392,718
336,063,729
54,438,649

1,479,498,408

1,585,609,171

か
い

な
ら

「
香
川
県
工
賃
増
額
支
援
計
画
」
に
思
う
こ
と

「
香
川
県
工
賃
増
額
支
援
計
画
」
に
思
う
こ
と

理
事
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等

 

池
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美
智
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高
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英
雄

 

蓮
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敏
夫

 

片
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良
民

 

河
田　
　

澄

 

三
好　
　

昇

 

伊
藤　

良
治

 

溝
渕　

芳
市

 

増
田　

正
雄

 

片
山　
　

堯

 

西
岡
千
恵
子

 

岡
本
由
美
子

 

佐
藤　

光
雄

 

長
嶋　

宣
浩

﹇
任
期
﹈

　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
六
日

　

よ
り
二
年
間 

・ 

美
し
い
施
設 

心
を
一
つ
に

・ 

イ
ノ
ベ
ー
ト
朝
日
園

▼平成20年5月20日の理事会・評議員会において、
　社会福祉法人朝日園の理事・評議員・監事が下記の通り選任されました。

働く障害者の自立支援に
あなたのお力添えを

よろしくお願いいたします。

朝日園では、社会福祉法人

身体障害など、何らかの職業的ハンディ
キャップのあることが原因で一般企業な
どに就職する機会に恵まれない方々に、職
業訓練やリハビリも兼ねて“働く場”を提
供している社会福祉施設で、印刷事業と
軽作業に力を注いでおります。売上は障
害者の福利厚生に役立せて頂きます。
詳しくは下記連絡先まで。

TEL（087）898‒2323



施 設 だ よ り
あさひえん

あさひえん

あさひえいと

　

四
月
一日（
火
）、朝
日
園
リ
ハ
ビ
リ
場
に
て
、朝

日
園
開
園
三
十
二
周
年
記
念
式
典
を
朝
日
園・朝

日
エ
イ
ト・朝
日
平
成
園
合
同
で
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
十
九
年
度
、各
分
野
に
お
い
て
活
躍

さ
れ
た
利
用
者
の
代
表
の
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

【
朝
日
園
】 

努
力
賞 

茂
中　

貞
則

 

努
力
賞 

杉
山　
　

智
 

努
力
賞 

小
倉　

邦
彦

 

ス
ポ
ー
ツ
賞 

鈴
木　

誠
二

【
エ
イ
ト
】 

努
力
賞 

星
野
尾
雪
江

 

努
力
賞 

小
西　

由
花

【
平
成
園
】 

努
力
賞 

天
川　

奈
美

 

努
力
賞 

岩
村　

健
司

 

ス
ポ
ー
ツ
賞 

安
藤　

友
美

　

利
用
者
を
代
表
し
、朝
日
園　

杉
山
智
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

二
十
年
度
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
！

　

五
月
二
十
一日（
水
）、全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
様
よ
り
ご
招
待
を
頂
き
、利
用
者（
入
所
）十

四
名
が
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。良
い

天
気
に
恵
ま
れ
、海
の
見
え
る
絶
景
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
、初
め
て
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
体
験
し

た
と
言
う
利
用
者
も
い
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
も
撮
り
、良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
三
日
間
に
分
か
れ
平
井
小
学
校
五
年

団(

約
百
二
十
名)

の
皆
様
が
朝
日
園
の
作
業
場

見
学・体
験
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

軽
作
業
で
は

利
用
者
が
行
っ
て

い
る
作
業
を
同
じ

よ
う
に
体
験
し

て
頂
き
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
年
六
月
二
日・五
日・十
六
日
）

　

記
念
式
典
の
あ
と
、朝
日
園
と
朝
日
エ
イ
ト
の

中
庭
で
お
花
見
を
い
た
し
ま
し
た
。桜
は
五
、六

分
咲
き
で
し
た
が
、青
空
に
映
え
て
桜
花
爛
漫
、

お
弁
当
や
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
、カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
だ
り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

お
花
見

日
帰
り
県
外
研
修
旅
行

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
招
待

平
井
小
学
校
見
学

朝
日
園

朝
日
園

朝
日
園
開
園
３２
周
年
記
念
式
典

朝
日
園

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

審査内容の詳細は http://www.pref.kagawa.jp/kenkosomu/hyouka/index.html で閲覧できます。

第三者評価受審済マーク

　

五
月
九
日（
金
）、平
成
二
十
年
度
の
県
外
研

修
旅
行
は
日
帰
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

朝
日
園
・朝
日
エ
イ
ト
の
利
用
者
十
二
名
が
参

加
し
、姫
路
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

「
ひ
め
じ
菓
子
博
」へ
。人
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

ホ
テ
ル
日
航
姫
路
で
の
食
事
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

朝日園が福祉サービス第三者評価を受審しました。
書面調査　平成２０年１月３１日～２月１９日
訪問調査　　　〃　　２月２０日（水）～２月２２日（金）３日間
評価機関  （平成１９年香川県認定）社会福祉法人香川県社会福祉協議会

社会福祉法人香川県社会福祉協議会と「福祉サービス第三者評価契約」を締結する
第三者評価受審に関わる自己評価検討会議
基本調査・自己評価を含む書類、第三者評価に必要な書類一式提出
調査員２名による訪問調査　施設長および担当職員と面接
利用者１２名より聞きとり調査
調査結果内容につき確認
福祉サービス第三者評価受審証明書受理
公表

　全体的に自己評価に近い第三者評価結果であった。なかには自己評価より高い評価もあり、
評価対象Ａ－２日常生活支援は１００％ａ評価であった。これは、組織的経営視点や透明性の
観点などで活動している全職員によるＡＩＰ推進活動が功を奏したものである。
　今後は良い評価であった項目は当施設の特徴としてもっと良くし、またｂ・ｃ評価については、
可能な改善をし、利用者のための福祉サービスの質の向上に努める。

種　　　別
評価対象Ⅰ・福祉サービスの基本方針と組織
評価対象Ⅱ・組織の運営管理
評価対象Ⅲ・適切な福祉サービスの実施
評価対象A－１ 利用者の尊重
評価対象A－２ 日常生活支援

計

●職員の対応について
 1. 職員は親切、丁寧に対応してくれますか？
 2. 職員はみんな同じようにあなたに接してくれますか？
 3. あなたの気持ちをわかってくれる（相談できる）職員はいますか？
 4. 職員が居室に入るときに、ノックしたり了解を求めますか？

●施設環境について
 5. この施設ではあなたの好きなことができますか？
 6. 施設ではあなたの意思が尊重されていますか？
 7. 施設で安全に安心して暮らすことができますか？
 8. 施設での生活は楽しく快適ですか？

●毎日の施設サービスについて
 9. 食事はおいしいですか？
 10. あなたにあった食事方法になっていますか？
 11. 入浴・排泄・更衣等で恥ずかしい思いをしなくてすむ配慮ができていますか？
 12. 病気やケガのときに、薬を飲ませてくれたり、病院に連れて行ってくれますか？
 13. 役所や銀行などの機関へ届出（書類作成）に対して協力してくれますか？
 14. 小遣い等必要な金銭については、自分で好きなように使うことができますか？
 15. 地域の方やボランティアなどいろいろな人との交流の機会がありますか？
 16. あなたの自立目標や進路などに応じた支援や相談に応じてくれますか？

１月１７日
１月３０日
１月３１日
２月２０～２１日
２月２２日
３月２１日
３月２５日
４月  １日

■ 評価の経緯

■ 評価の内容

■ 第三者評価結果
　 集計表

■ 利用者調査
　 （聞き取り）
　 集計表

（平成２０年）

はい
9
4
6
9

12
9
9
6

4
10
8
8
11
12
2
4

はい
3
4
3
2

0
3
2
6

5
1
3
4
1
0
4
5

いいえ
0
4
2
0

0
0
1
0

3
1
1
0
0
0
4
1

いいえ
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
1
0

無回答
0
0
1
1

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
1
2

a
 10 （83％）
 13 （62％）
 11 （50％）
   2 （5％）
 22 （100％）
 58 （72％）

b
 2 （17％）
 7 （33％）
 11 （50％）
 2 （50％）
 0
 22 （27％）

c
 0
 1 (1%)
 0
 0
 0
 1 (1%)

計
 12 （100％）
 21 （100％）
 22 （100％）
 4 （100％）
 22 （100％）
 81 （100％）

どちらかといえば、

（点）

（人）



へいせいえん あさひ
あい

あさひえいと

すずらん（２かい）

へいせいえん（1かい）

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、平
成
十
九
年
度
さ
つ
き
会
よ
り

「
清
掃
道
具
」を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

利
用
者
全
員
が
使
用
で
き
、園
で
の
生
活
の

中
で
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
物
品
で
す
。

　
・清
掃
カ
ー
ト 

２
台

　
・モ
ッ
プ 

５
本

　
・ス
ポ
ン
ジ
ワ
イ
パ
ー 

５
本

　
・伸
縮
ポ
ー
ル（
窓
拭
き
用
） 

３
本

　

朝
日
園
・朝
日
エ
イ
ト
の
各
作
業
所
等
に

配
置
し
、利
用
者
の
日
々
の
清
掃
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
つ
き
会
寄
贈
品
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平
成
二
十
年
二
月
二
十
四
日（
日
）、か
が
わ
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、香
川
県
立
高

松
養
護
学
校
、ｅ

－

と
ぴ
あ・か
が
わ
に
て
香
川
県

障
害
者
技
能
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
記
の
利
用
者
が
、日
中
の
仕
事
の
合
間
を

ぬ
っ
て
練
習
に
一
生
懸
命
励
み
、大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
も
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、努
力

の
成
果
と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
、各
自
が
次
の

目
標
に
向
か
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
参
加
者
】

新
田　

由
美（
朝
日
園
）フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

小
坂　

秀
樹（
朝
日
園
）フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

杉
山　
　

智（
朝
日
園
）ワ
ー
ド・プ
ロ
セ
ッ
サ

片
岡　

良
平（
エ
イ
ト
）デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

銅　

賞

星
野
尾
雪
江（
エ
イ
ト
）

 

　
　

ワ
ー
ド・プ
ロ
セ
ッ
サ 

金　

賞

松
原　

幸
利（
エ
イ
ト
）写
真
撮
影 

銅　

賞

宮
脇　

孝
芳（
エ
イ
ト
）Ｄ
Ｔ
Ｐ 

努
力
賞

平
成
十
九
年
度
香
川
県

障
害
者
技
能
競
技
大
会

2/24

与島ベゴニア海花園にて

おかげさまで地域活動
支援センター開設1年を
迎えました。

障害者の方や家族の方から
日毎様々な相談を受け、
また、多方面に支援のため
出向いております。

　２月１日に、鬼のお面をかぶって豆の
代わりにくす玉を投げあい、利用者さ
んも、ゲーム感覚で節分を楽しんでい
ました。

節分をたのしみました！！

　この一年を通して、障害者の生きが
いづくりと社会参加活動を進め、多く
の利用者に喜ばれています。
　春の日帰りバスツアーは「与島ベゴ
ニア海花園」。温室のベゴニアをゆっく
り観賞し、足湯に浸かりながら談話も
楽しみました。また、イチゴ狩りのサー
ビスもあり、皆さん大喜びで充実した
春を満喫しました。

月～金 9：00～17：00
第1・3土曜日 9：00～17：00

Tel. 087-847-1021
Fax. 087-847-1031

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
が
わ
２
０
０
８

　

平
成
二
十
年
二
月
十
日（
日
）十
時
三
十

分
か
ら
十
四
時
ま
で
、利
用
者
十
二
名
が
参

加
し
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
に

も
二
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

販
売
や
試
食
等
、一人
ひ
と
り
が
色
々
な

　
　

楽
し
み
方
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

食
と
農
の
フ
ェ
ス
タ

２００８

すずらんすずらんすずらんあさひあさひあさひ
身体障害者療護施設（通所）

あ　いあ　いあ　い
障害者生活支援センター 地域活動支援センター

平
成
十
九
年
度

2/10

施 設 だ よ り

朝
日
平
成
園

朝
日
平
成
園

ひ
な
ま
つ
り
茶
会

朝
日
平
成
園

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　

二
月
六
日
に
前
田
地
区
茶
道
同
好
会
に
よ
る

ひ
な
ま
つ
り
茶
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。日
頃

親
し
む
こ
と
の
な
い
茶
席
に
利
用
者
の
方
も
い
つ

も
と
違
っ
た
雰
囲
気
に
緊
張
し
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
花
見

井
川 

昌
美 

さ
ん

　

私
は
、四
月
一
日
に
公
渕
公
園
に
平
成
園
か
ら

花
見
に
行
き
ま
し
た
。お
弁
当
を
食
べ
て
、の
ん

び
り
し
て
い
ま
し
た
が
風
が
吹
い
て
、冷
た
か
っ

た
で
す
。桜
は
ま
だ
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、桜
の
ト
ン
ネ
ル
み
た
い
に
咲
い
て
い
て
綺

麗
で
し
た
。チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
咲
い
て
い
ま
し
た

が
、ま
だ
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。と
て

も
綺
麗
だ
っ
た
の
で
、ま
た
来
年
も
花
見
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、今
年
成
人

式
を
迎
え
ま
し
た
。

今
ま
で
に
、家
族
、

先
生
や
友
達
い
ろ

い
ろ
な
人
に
助
け

ら
れ
て
過
ご
し
て
こ
れ
ま
し
た
。私
は
こ
れ
か
ら

も
健
常
者
と
違
い
、ま
だ
ま
だ
手
伝
っ
て
貰
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。少
し
ず
つ
で
す
が
、自
分
な
り

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、一
昨
年
の
四

月
か
ら
自
治
会
の
会

長
に
な
り
ま
し
た
。

　

去
年
か
ら
始
め
て
年
賀
の
仕
事
を
ま
か
さ
れ

ま
し
た
。一
年
目
の
年
賀
の
仕
事
は
全
部
大
変
で

し
た
が
坂
本
さ
ん
や
自
治
会
の
み
ん
な
と
協
力

し
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て

研
修
旅
行
の
あ
い
さ
つ
文
な
ど
も
書
い
て
い
ま

す
。

　

大
変
で
す
が
今
年
も
引
き
続
き
自
治
会
長
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
者
の
こ
と
ば

荒木 茂之 さん

井川 昌美 さん

写
真
撮
影

 

藤
井 

一
真 

さ
ん

二
十
歳
に
な
っ
て

自
治
会
の
感
想

み
ん
な
頑
張
っ
て

　
　
　
　

い
ま
す
！！

み
ん
な
頑
張
っ
て

　
　
　
　

い
ま
す
！！

朝
日
エ
イ
ト

朝
日
エ
イ
ト

朝
日
エ
イ
ト

香
川
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
四
日（
日
）に
香
川
県

障
害
者
技
能
競
技
大
会
が
、サ
ン
ポ
ー
ト
香
川
、

か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

高
松
養
護
学
校
で
開
催
さ
れ
、朝
日
エ
イ
ト
か
ら

は
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
は
、大
会
前
か
ら
一
所
懸

命
練
習
に
取
り
組
み
、大
会
当
日
に
は
各
競
技

に
、十
分
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
レ
ベ
ル
は
毎
年
少
し
ず
つ
上
が
っ
て

き
て
お
り
、四
名
中
全
員
が
入
賞
す
る
と
い
う
す

ば
ら
し
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
四
名
は
ぜ
ひ
来
年
も
参
加
し
た
い

の
で
、も
っ
と
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

選
考
記
録
会

　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
三
日（
日
）に
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選
考
記
録
会
が
綾
川
町
総

合
運
動
公
園
他
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
エ
イ
ト
か
ら
は
、陸
上
競
技
や
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
な
ど
に
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

雨
が
降
り
、肌
寒
い
中
、参
加
選
手
の
方
達
は
、

熱
心
に
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

派
遣
選
手
の
決
定
は
五
月
頃
に
な
る
予
定
で

す
。

　

ぜ
ひ
、今
年
は
朝
日
エ
イ
ト
か
ら
、全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
参
加
す
る
選
手
が
選
出
さ

れ
る
と
い
い
な
と
み
ん
な
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
日
エ
イ
ト
利
用

者
は
、パ
ソ
コ
ン
や
写
真
、ま
た

ス
ポ
ー
ツ
等
に
熱
心
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
方
が
多
く
、毎
日
活

気
に
あ
ふ
れ
輝
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
日
エ
イ
ト
利
用

者
は
、パ
ソ
コ
ン
や
写
真
、ま
た

ス
ポ
ー
ツ
等
に
熱
心
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
方
が
多
く
、毎
日
活

気
に
あ
ふ
れ
輝
い
て
い
ま
す
。

片
岡 

良
平

宮
脇 

孝
芳

高
田 

浩
次

安
田 

克
己

松
原 

幸
利

小
松 

敏
之

白
井 

秀
克

小
西 

由
花

西
尾 

道
子

ス
ラ
ロ
ー
ム・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

ス
ラ
ロ
ー
ム・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

ス
ラ
ロ
ー
ム・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

５０
ｍ
走・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

ジ
ャ
べ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー・ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　

朝
日
エ
イ
ト
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、作
業
に
技
能
の
取
得
に
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
目
標
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。二
月
と
三
月
の
催
し
に
、今
年
も
多
数
の
利
用
者
の
方
々

が
積
極
的
に
参
加
さ
れ
確
実
な
結
果
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

金銅

銅努

ワード・プロセッサー部門
 星野尾雪江 さん　金賞

データベース部門
 片岡　良平 さん　銅賞

写真撮影部門
 松原　幸利 さん　銅賞

ＤＴＰ部門
 宮脇　孝芳 さん  努力賞

も
っ
と
練
習
を
し
て
、上
位
を
目
指
し
ま
す
！！

●
参
加
種
目さ

　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん

た
か
ま
つ



へいせいえん あさひ
あい

あさひえいと

すずらん（２かい）

へいせいえん（1かい）

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、平
成
十
九
年
度
さ
つ
き
会
よ
り

「
清
掃
道
具
」を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

利
用
者
全
員
が
使
用
で
き
、園
で
の
生
活
の

中
で
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
物
品
で
す
。

　
・清
掃
カ
ー
ト 

２
台

　
・モ
ッ
プ 

５
本

　
・ス
ポ
ン
ジ
ワ
イ
パ
ー 

５
本

　
・伸
縮
ポ
ー
ル（
窓
拭
き
用
） 

３
本

　

朝
日
園
・朝
日
エ
イ
ト
の
各
作
業
所
等
に

配
置
し
、利
用
者
の
日
々
の
清
掃
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
つ
き
会
寄
贈
品
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平
成
二
十
年
二
月
二
十
四
日（
日
）、か
が
わ
総

合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、香
川
県
立
高

松
養
護
学
校
、ｅ

－

と
ぴ
あ・か
が
わ
に
て
香
川
県

障
害
者
技
能
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
記
の
利
用
者
が
、日
中
の
仕
事
の
合
間
を

ぬ
っ
て
練
習
に
一
生
懸
命
励
み
、大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
も
さ
れ
な
か
っ
た
方
も
、努
力

の
成
果
と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
、各
自
が
次
の

目
標
に
向
か
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

【
参
加
者
】

新
田　

由
美（
朝
日
園
）フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

小
坂　

秀
樹（
朝
日
園
）フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

杉
山　
　

智（
朝
日
園
）ワ
ー
ド・プ
ロ
セ
ッ
サ

片
岡　

良
平（
エ
イ
ト
）デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

銅　

賞

星
野
尾
雪
江（
エ
イ
ト
）

 

　
　

ワ
ー
ド・プ
ロ
セ
ッ
サ 

金　

賞

松
原　

幸
利（
エ
イ
ト
）写
真
撮
影 

銅　

賞

宮
脇　

孝
芳（
エ
イ
ト
）Ｄ
Ｔ
Ｐ 

努
力
賞

平
成
十
九
年
度
香
川
県

障
害
者
技
能
競
技
大
会

2/24

与島ベゴニア海花園にて

おかげさまで地域活動
支援センター開設1年を
迎えました。

障害者の方や家族の方から
日毎様々な相談を受け、
また、多方面に支援のため
出向いております。

　２月１日に、鬼のお面をかぶって豆の
代わりにくす玉を投げあい、利用者さ
んも、ゲーム感覚で節分を楽しんでい
ました。

節分をたのしみました！！

　この一年を通して、障害者の生きが
いづくりと社会参加活動を進め、多く
の利用者に喜ばれています。
　春の日帰りバスツアーは「与島ベゴ
ニア海花園」。温室のベゴニアをゆっく
り観賞し、足湯に浸かりながら談話も
楽しみました。また、イチゴ狩りのサー
ビスもあり、皆さん大喜びで充実した
春を満喫しました。

月～金 9：00～17：00
第1・3土曜日 9：00～17：00

Tel. 087-847-1021
Fax. 087-847-1031

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
か
が
わ
２
０
０
８

　

平
成
二
十
年
二
月
十
日（
日
）十
時
三
十

分
か
ら
十
四
時
ま
で
、利
用
者
十
二
名
が
参

加
し
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
に

も
二
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

販
売
や
試
食
等
、一人
ひ
と
り
が
色
々
な

　
　

楽
し
み
方
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

食
と
農
の
フ
ェ
ス
タ

２００８

すずらんすずらんすずらんあさひあさひあさひ
身体障害者療護施設（通所）

あ　いあ　いあ　い
障害者生活支援センター 地域活動支援センター

平
成
十
九
年
度
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施 設 だ よ り

朝
日
平
成
園

朝
日
平
成
園

ひ
な
ま
つ
り
茶
会

朝
日
平
成
園

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　

二
月
六
日
に
前
田
地
区
茶
道
同
好
会
に
よ
る

ひ
な
ま
つ
り
茶
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。日
頃

親
し
む
こ
と
の
な
い
茶
席
に
利
用
者
の
方
も
い
つ

も
と
違
っ
た
雰
囲
気
に
緊
張
し
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
花
見

井
川 

昌
美 

さ
ん

　

私
は
、四
月
一
日
に
公
渕
公
園
に
平
成
園
か
ら

花
見
に
行
き
ま
し
た
。お
弁
当
を
食
べ
て
、の
ん

び
り
し
て
い
ま
し
た
が
風
が
吹
い
て
、冷
た
か
っ

た
で
す
。桜
は
ま
だ
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、桜
の
ト
ン
ネ
ル
み
た
い
に
咲
い
て
い
て
綺

麗
で
し
た
。チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
も
咲
い
て
い
ま
し
た

が
、ま
だ
満
開
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。と
て

も
綺
麗
だ
っ
た
の
で
、ま
た
来
年
も
花
見
に
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、今
年
成
人

式
を
迎
え
ま
し
た
。

今
ま
で
に
、家
族
、

先
生
や
友
達
い
ろ

い
ろ
な
人
に
助
け

ら
れ
て
過
ご
し
て
こ
れ
ま
し
た
。私
は
こ
れ
か
ら

も
健
常
者
と
違
い
、ま
だ
ま
だ
手
伝
っ
て
貰
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。少
し
ず
つ
で
す
が
、自
分
な
り

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
、一
昨
年
の
四

月
か
ら
自
治
会
の
会

長
に
な
り
ま
し
た
。

　

去
年
か
ら
始
め
て
年
賀
の
仕
事
を
ま
か
さ
れ

ま
し
た
。一
年
目
の
年
賀
の
仕
事
は
全
部
大
変
で

し
た
が
坂
本
さ
ん
や
自
治
会
の
み
ん
な
と
協
力

し
な
が
ら
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て

研
修
旅
行
の
あ
い
さ
つ
文
な
ど
も
書
い
て
い
ま

す
。

　

大
変
で
す
が
今
年
も
引
き
続
き
自
治
会
長
と

し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
者
の
こ
と
ば

荒木 茂之 さん

井川 昌美 さん

写
真
撮
影

 

藤
井 

一
真 

さ
ん

二
十
歳
に
な
っ
て

自
治
会
の
感
想

み
ん
な
頑
張
っ
て

　
　
　
　

い
ま
す
！！

み
ん
な
頑
張
っ
て

　
　
　
　

い
ま
す
！！

朝
日
エ
イ
ト

朝
日
エ
イ
ト

朝
日
エ
イ
ト

香
川
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
四
日（
日
）に
香
川
県

障
害
者
技
能
競
技
大
会
が
、サ
ン
ポ
ー
ト
香
川
、

か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

高
松
養
護
学
校
で
開
催
さ
れ
、朝
日
エ
イ
ト
か
ら

は
四
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
は
、大
会
前
か
ら
一
所
懸

命
練
習
に
取
り
組
み
、大
会
当
日
に
は
各
競
技

に
、十
分
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
レ
ベ
ル
は
毎
年
少
し
ず
つ
上
が
っ
て

き
て
お
り
、四
名
中
全
員
が
入
賞
す
る
と
い
う
す

ば
ら
し
い
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
四
名
は
ぜ
ひ
来
年
も
参
加
し
た
い

の
で
、も
っ
と
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

選
考
記
録
会

　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
三
日（
日
）に
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
選
考
記
録
会
が
綾
川
町
総

合
運
動
公
園
他
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
エ
イ
ト
か
ら
は
、陸
上
競
技
や
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
な
ど
に
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

雨
が
降
り
、肌
寒
い
中
、参
加
選
手
の
方
達
は
、

熱
心
に
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

派
遣
選
手
の
決
定
は
五
月
頃
に
な
る
予
定
で

す
。

　

ぜ
ひ
、今
年
は
朝
日
エ
イ
ト
か
ら
、全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
参
加
す
る
選
手
が
選
出
さ

れ
る
と
い
い
な
と
み
ん
な
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
日
エ
イ
ト
利
用

者
は
、パ
ソ
コ
ン
や
写
真
、ま
た

ス
ポ
ー
ツ
等
に
熱
心
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
方
が
多
く
、毎
日
活

気
に
あ
ふ
れ
輝
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朝
日
エ
イ
ト
利
用

者
は
、パ
ソ
コ
ン
や
写
真
、ま
た

ス
ポ
ー
ツ
等
に
熱
心
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
方
が
多
く
、毎
日
活

気
に
あ
ふ
れ
輝
い
て
い
ま
す
。

片
岡 

良
平

宮
脇 

孝
芳

高
田 

浩
次

安
田 

克
己

松
原 

幸
利

小
松 

敏
之

白
井 

秀
克

小
西 

由
花

西
尾 

道
子

ス
ラ
ロ
ー
ム・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

ス
ラ
ロ
ー
ム・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

ス
ラ
ロ
ー
ム・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

５０
ｍ
走・ビ
ー
ン
バ
ッ
ク
投
げ

ジ
ャ
べ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー・ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

　

朝
日
エ
イ
ト
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、作
業
に
技
能
の
取
得
に
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
に
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
目
標
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。二
月
と
三
月
の
催
し
に
、今
年
も
多
数
の
利
用
者
の
方
々

が
積
極
的
に
参
加
さ
れ
確
実
な
結
果
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

金銅

銅努

ワード・プロセッサー部門
 星野尾雪江 さん　金賞

データベース部門
 片岡　良平 さん　銅賞

写真撮影部門
 松原　幸利 さん　銅賞

ＤＴＰ部門
 宮脇　孝芳 さん  努力賞

も
っ
と
練
習
を
し
て
、上
位
を
目
指
し
ま
す
！！

●
参
加
種
目さ

　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん
さ
　

ん

た
か
ま
つ



施 設 だ よ り
あさひえん

あさひえん

あさひえいと

　

四
月
一日（
火
）、朝
日
園
リ
ハ
ビ
リ
場
に
て
、朝

日
園
開
園
三
十
二
周
年
記
念
式
典
を
朝
日
園・朝

日
エ
イ
ト・朝
日
平
成
園
合
同
で
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
十
九
年
度
、各
分
野
に
お
い
て
活
躍

さ
れ
た
利
用
者
の
代
表
の
方
々
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

【
朝
日
園
】 

努
力
賞 

茂
中　

貞
則

 

努
力
賞 

杉
山　
　

智

 

努
力
賞 

小
倉　

邦
彦

 

ス
ポ
ー
ツ
賞 

鈴
木　

誠
二

【
エ
イ
ト
】 

努
力
賞 

星
野
尾
雪
江

 

努
力
賞 

小
西　

由
花

【
平
成
園
】 

努
力
賞 

天
川　

奈
美

 

努
力
賞 

岩
村　

健
司

 

ス
ポ
ー
ツ
賞 

安
藤　

友
美

　

利
用
者
を
代
表
し
、朝
日
園　

杉
山
智
さ
ん

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

二
十
年
度
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
！

　

五
月
二
十
一日（
水
）、全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
様
よ
り
ご
招
待
を
頂
き
、利
用
者（
入
所
）十

四
名
が
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。良
い

天
気
に
恵
ま
れ
、海
の
見
え
る
絶
景
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
、初
め
て
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
体
験
し

た
と
言
う
利
用
者
も
い
ま
し
た
。

　

集
合
写
真
も
撮
り
、良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
も
三
日
間
に
分
か
れ
平
井
小
学
校
五
年

団(

約
百
二
十
名)

の
皆
様
が
朝
日
園
の
作
業
場

見
学・体
験
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

軽
作
業
で
は

利
用
者
が
行
っ
て

い
る
作
業
を
同
じ

よ
う
に
体
験
し

て
頂
き
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
年
六
月
二
日・五
日・十
六
日
）

　

記
念
式
典
の
あ
と
、朝
日
園
と
朝
日
エ
イ
ト
の

中
庭
で
お
花
見
を
い
た
し
ま
し
た
。桜
は
五
、六

分
咲
き
で
し
た
が
、青
空
に
映
え
て
桜
花
爛
漫
、

お
弁
当
や
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
、カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
ん
だ
り
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

お
花
見

日
帰
り
県
外
研
修
旅
行

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
招
待

平
井
小
学
校
見
学

朝
日
園

朝
日
園

朝
日
園
開
園
３２
周
年
記
念
式
典

朝
日
園

社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

審査内容の詳細は http://www.pref.kagawa.jp/kenkosomu/hyouka/index.html で閲覧できます。

第三者評価受審済マーク

　

五
月
九
日（
金
）、平
成
二
十
年
度
の
県
外
研

修
旅
行
は
日
帰
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

朝
日
園
・朝
日
エ
イ
ト
の
利
用
者
十
二
名
が
参

加
し
、姫
路
で
盛
大
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

「
ひ
め
じ
菓
子
博
」へ
。人
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

ホ
テ
ル
日
航
姫
路
で
の
食
事
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。

朝日園が福祉サービス第三者評価を受審しました。
書面調査　平成２０年１月３１日～２月１９日
訪問調査　　　〃　　２月２０日（水）～２月２２日（金）３日間
評価機関  （平成１９年香川県認定）社会福祉法人香川県社会福祉協議会

社会福祉法人香川県社会福祉協議会と「福祉サービス第三者評価契約」を締結する
第三者評価受審に関わる自己評価検討会議
基本調査・自己評価を含む書類、第三者評価に必要な書類一式提出
調査員２名による訪問調査　施設長および担当職員と面接
利用者１２名より聞きとり調査
調査結果内容につき確認
福祉サービス第三者評価受審証明書受理
公表

　全体的に自己評価に近い第三者評価結果であった。なかには自己評価より高い評価もあり、
評価対象Ａ－２日常生活支援は１００％ａ評価であった。これは、組織的経営視点や透明性の
観点などで活動している全職員によるＡＩＰ推進活動が功を奏したものである。
　今後は良い評価であった項目は当施設の特徴としてもっと良くし、またｂ・ｃ評価については、
可能な改善をし、利用者のための福祉サービスの質の向上に努める。

種　　　別
評価対象Ⅰ・福祉サービスの基本方針と組織
評価対象Ⅱ・組織の運営管理
評価対象Ⅲ・適切な福祉サービスの実施
評価対象A－１ 利用者の尊重
評価対象A－２ 日常生活支援

計

●職員の対応について
 1. 職員は親切、丁寧に対応してくれますか？
 2. 職員はみんな同じようにあなたに接してくれますか？
 3. あなたの気持ちをわかってくれる（相談できる）職員はいますか？
 4. 職員が居室に入るときに、ノックしたり了解を求めますか？

●施設環境について
 5. この施設ではあなたの好きなことができますか？
 6. 施設ではあなたの意思が尊重されていますか？
 7. 施設で安全に安心して暮らすことができますか？
 8. 施設での生活は楽しく快適ですか？

●毎日の施設サービスについて
 9. 食事はおいしいですか？
 10. あなたにあった食事方法になっていますか？
 11. 入浴・排泄・更衣等で恥ずかしい思いをしなくてすむ配慮ができていますか？
 12. 病気やケガのときに、薬を飲ませてくれたり、病院に連れて行ってくれますか？
 13. 役所や銀行などの機関へ届出（書類作成）に対して協力してくれますか？
 14. 小遣い等必要な金銭については、自分で好きなように使うことができますか？
 15. 地域の方やボランティアなどいろいろな人との交流の機会がありますか？
 16. あなたの自立目標や進路などに応じた支援や相談に応じてくれますか？

１月１７日
１月３０日
１月３１日
２月２０～２１日
２月２２日
３月２１日
３月２５日
４月  １日

■ 評価の経緯

■ 評価の内容

■ 第三者評価結果
　 集計表

■ 利用者調査
　 （聞き取り）
　 集計表

（平成２０年）

はい
9
4
6
9

12
9
9
6

4
10
8
8
11
12
2
4

はい
3
4
3
2

0
3
2
6

5
1
3
4
1
0
4
5

いいえ
0
4
2
0

0
0
1
0

3
1
1
0
0
0
4
1

いいえ
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
1
0

無回答
0
0
1
1

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
1
2

a
 10 （83％）
 13 （62％）
 11 （50％）
   2 （5％）
 22 （100％）
 58 （72％）

b
 2 （17％）
 7 （33％）
 11 （50％）
 2 （50％）
 0
 22 （27％）

c
 0
 1 (1%)
 0
 0
 0
 1 (1%)

計
 12 （100％）
 21 （100％）
 22 （100％）
 4 （100％）
 22 （100％）
 81 （100％）

どちらかといえば、

（点）

（人）



スローガン

●事業活動収支計算書

福
祉
事
業
活
動
収
支
の
部

収　

入

収　

入

支　

出

支　

出

授
産
事
業
活
動
収
支
の
部

事
業
活
動
外
収
支
の
部

特
別
収
支
の
部

繰
越
活
動
収
支
差
額
の
部

決算額 決算額

収　

入

収
入

支　

出

支
出

借入金利息補助金収入
受取利息配当金収入
会計単位間繰入金収入
経理区分間繰入金収入
事業活動外収入計⑺
借入金利息支出
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
事業活動外支出計⑻

事業活動外収支差額⑼=⑺-⑻
経常収支差額⑽=⑶+⑹+⑼
施設整備等補助金収入
特別収入計⑾
固定資産売却損・処分損(売却原価)
国庫補助金等特別積立金積立額
特別支出計⑿
特別収支差額⒀=⑾-⑿

当期活動収支差額⒁=⑽+⒀
前期繰越活動収支差額⒂
当期末繰越活動収支差額⒃=⒁+⒂
その他の積立金取崩額⒆
その他の積立金積立額⒇
次期繰越活動収支差額
(21)=⒃+⒄-⒅+⒆-⒇

(自)平成19年4月1日 (至)平成20年3月31日 ●貸借対照表
【資産の部】 【負債及び純資産の部】（円） （円）（円）

流動資産   
　現　　金   
　預　　金   
　受取手形   
　売掛金   
　原材料   
　未 収 金   
　仮 払 金   
固定資産   
　基本財産   
　　建    物   
　　土    地   
　その他の固定資産  
　　建    物   
　　構 築 物   
　　機械及び装置  
　　車輌運搬具  
　　器具及び備品  
　　土    地   
　　ソフトウェア  
　　措置施設繰越特定預金 
　　移行時特別積立預金  
　　その他の積立預金  
　　その他の固定資産  
　
資 産 の 部 合 計

当年度末
流動負債
　買　掛　金
　未　払　金
　預　り　金
　仮　受　金
固定負債
　設備資金借入金
　退職給与引当金
負 債 の 部 合 計

基 本 金
　基 本 金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
　人件費積立金
　修繕積立金
　備品等購入積立金
　移行時特別積立金
　次期繰越活動収支差額
（うち当期活動収支差額）
  純資産の部合計

  
負債及び純資産の部合計

当年度末

平成20年3月31日現在

　

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
に
つ
い
て
、
三
月
十
八
日
開
催
の
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
計
画
と
し
て
、
朝
日
園
、

朝
日
平
成
園
、
朝
日
エ
イ
ト
、
す
ず
ら

ん
は
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
新

事
業
体
系
へ
の
移
行
に
む
け
て
本
格
的

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
想

定
す
る
移
行
体
系
と
し
て
、
障
害
者
の

就
職
を
目
標
と
し
た
「
就
労
移
行
支
援

事
業
」
、
施
設
で
の
福
祉
的
就
労
の
継

続
を
目
標
と
し
た
「
就
労
継
続
支
援
事

業
Ｂ
型
」
、
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
そ

の
施
設
と
の
雇
用
契
約
を
も
と
に
就
労

す
る
「
就
労
継
続
支
援
事
業
Ａ
型
」
、

日
常
の
介
護
と
生
活
支
援
を
得
て
、
福

祉
的
就
労
に
も
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る

「
生
活
介
護
事
業
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
朝
日
園
で
は
開
設
以
来
三
十

年
を
超
え
た
老
朽
化
の
進
む
建
物
群
の

大
規
模
改
修
に
着
手
し
ま
す
。
平
成
二

十
年
六
月
か
ら
「
リ
ハ
ビ
リ
棟
・
作
業

棟
」
の
改
修
が
五
ヶ
月
間
の
工
期
で
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
順
次
、
入
所
用
個

室
の
増
築
、
生
活
棟
を
改
修
し
て
、
四

人
部
屋
か
ら
二
人
部
屋
へ
の
転
換
を
図

り
、
併
せ
て
管
理
棟
の
改
修
を
行
う
計

画
で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

・ 

美
し
い
施
設 

心
を
一
つ
に

・ 

イ
ノ
ベ
ー
ト
朝
日
園

を
掲
げ
て
、
地
域
福
祉
に
尚
一
層
の
寄

与
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度

社
会
福
祉
法
人
朝
日
園 

事
業
計
画
の
概
要

４
月　

開
園
記
念
式
典・花
見

５
月　

理
事
会・評
議
員
会・後
援
会
総
会

 

さ
つ
き
会
総
会・朝
日
平
成
園
家
族
会
総
会

 
日
帰
り
県
外
研
修
旅
行

６
月　

県
外
研
修
旅
行
二
泊
三
日
、健
康
診
断

 

リ
ハ
ビ
リ
場・作
業
場
の
改
修
工
事
開
始

７
月　

夏
季
訓
練

８
月　

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
ル
in
香
川
２
０
０
８

 

合
同 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

９
月　

第
10
回
地
域
交
流
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

県
外
研
修
旅
行
一泊
二
日
、防
災
訓
練

10
月　

理
事
会・評
議
員
会

11
月　

年
賀
状
印
刷
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月　

忘
年
会

１
月　

防
災
訓
練

２
月　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
が
わ
出
場

３
月　

理
事
会・評
議
員
会

　
　
　

個
別
支
援
計
画
会
議

平成20年度行事計画

【
イ
ノ
ベ
ー
ト
】・・・革
新﹇
刷
新
﹈す
る

　

今
年
三
月
、
県
よ
り
施
設
等
で
働
く
障

害
者
を
対
象
に
、「
香
川
県
工
賃
増
額
支

援
計
画
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
国

の「
成
長
力
底
上
げ
戦
略
」に
基
づ
く『「
福

祉
か
ら
雇
用
へ
」「
推
進
五
ヵ
年
計
画
」』の一

環
と
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
推
進
す
る
べ
く
、全
都
道
府
県
に
お
い
て

平
成
十
九
年
度
中
に
「
工
賃
倍
増
五
ヵ
年

計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
た
も
の
で
す
。計
画
達
成
の
期
間

は
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
は
地
域
で「
障
害

者
が
そ
の
有
す
る
能
力
お
よ
び
適
性
に
応

じ
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生

活
を
営
む
」こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
所
得
保
障
と
し
て
障
害
年
金
を
始

め
と
す
る
社
会
保
障
給
付
等
に
よ
る
収
入

に
加
え
て
得
ら
れ
る
授
産
工
賃
水
準
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
当
県
の
授
産
施
設
の
平
成

十
八
年
度
の
平
均
工
賃
月
額
が一万
一千
円

余
、
全
国
平
均
一万
二
千
円
余
を
下
回
り
、

全
国
三
十
二
位
の
低
位
に
あ
る
現
状
が
分

析
さ
れ
、
国
の
計
画
に
な
ら
い
、
当
県
の
平

成
二
十
三
年
度
末
の
目
標
工
賃
額
を
二
万

四
千
円
と
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
思
い
出
し
ま
す

の
は
、
香
川
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議

会
が
平
成
十
二
年
に
独
自
に
調
査
し
取
り

ま
と
め
た
「
香
川
県
内
の
授
産
施
設
・
小

規
模
作
業
所
実
態
調
査
結
果
と
授
産
活

性
化
事
業
の
取
り
組
み
に
つい
て
」
の
冊
子

に
記
載
さ
れ
た
平
均
工
賃
月
額
一
万
四
五

〇
円
、こ
れ
は
い
み
じ
く
も
そ
の
後
六
年
を

経
過
し
た
上
述
の
平
成
十
八
年
の
平
均
工

賃
月
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
と
い
う
厳
し

い
現
実
で
す
。

　

こ
の
事
実
か
ら
も
工
賃
倍
増
計
画
は
在

来
の
作
業
で
は
道
遠
く
、何
よ
り
も
先
ず
、

高
付
加
価
値
、
高
単
価
の
仕
事
の
開
拓
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
々
白
々
で
す
。ま
ず
、

仕
事
あ
り
き
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に

も
新
規
事
業
の
開
拓
を
初
め
、
施
設
間
の

連
携
の
強
化
、官
公
需
受
注
の
拡
大
等
々
、

生
産
面
の
環
境
整
備
が
先
決
で
あ
り
、一方

こ
れ
ま
で
と
は
異
質
で
特
段
の
質
と
量
の

福
祉
的
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

さ
て
、法
人
朝
日
園
は
、障
害
者
が
働
く

施
設（
授
産
施
設
）、朝
日
園
、朝
日
平
成
園
、

朝
日
エ
イ
ト
の
三
施
設
が
あ
り
ま
す
。障
害

の
故
に一
般
企
業
への
就
職
が
困
難
な
人
た

ち
が
就
労
自
立
に
励
み
、
自
立
と
社
会
参

加
の
実
現
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
福
祉
的
就
労
と
呼
ん
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
三
施
設
は
、
軽
作
業
に
つい
て
は

下
請
作
業
を
共
通
の
作
業
と
し
つゝ
、
朝
日

園
で
は
印
刷
を
授
産
の
柱
と
し
て
き
ま
し

た
。近
年
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ピ
ー
機
等
の
爆
発
的
な
普

及
を
背
景
に
、
印
刷
離
れ
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
福
祉
の
心
厚
い
企
業
と
人
に
支

え
ら
れ
つつ
、売
り
上
げ
の
確
保
に
奔
走
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
印
刷
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

経
営
効
率
の
改
善
や
品
質
向
上
、
よ
り
安

く
よ
り
速
く
納
品
が
可
能
と
な
る
製
造

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
工
賃
も
印
刷
の
粗
利
に
支
え

ら
れ
、月
平
均
三
万
三
五
九
円
と
、県
内
で

は
上
位
の
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

朝
日
園
で
は
、今
、更
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
目

標
と
し
て
五
年
計
画
を
進
め
、
平
成
二
十

四
年
度
四
万
円
達
成
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
が
、実
現
の
た
め
に
は
売
上
の
大
幅
増
の

達
成
が
必
要
で
す
。厳
し
い
環
境
下
に
あ

る
だ
け
に
、そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
、「
隗

よ
り
始
め
よ
」の
中
国
の
故
事
に
倣
い
、
働

く
障
害
者
の
経
済
的
自
立
達
成
へ
の
熱
い

思
い
を
燃
や
し
続
け
て
い
く
職
員
と
利
用

者
の
意
識
改
革
が
重
要
で
す
。

社
会
福
祉
法
人 

朝
日
園　

理
事・評
議
員

151,533,049
7,115,844
8,448,954

167,097,847
134,578,389
18,919,880
-152,221
407,195
8,448,954

162,202,197
4,895,650

253,483,640
42,548,256
3,830,890
7,116,184
11,830,414
2,215,445
21,772,135
342,796,964
182,153,264
31,122,655
40,535,950
39,144,316
292,956,185
49,840,779

授産事業収入
国庫補助金等特別積立金取崩額
経理区分間繰入金収入
授産事業活動収入計⑴
授産事業支出
減価償却費
たな卸資産増減額
会計単位間繰入金支出
経理区分間繰入金支出
授産事業活動支出計⑵

授産事業活動収支差額⑶=⑴-⑵
自立支援費等収入
補助事業等収入
措置費収入
利用料収入
寄附金収入
雑収入
国庫補助金等特別積立金取崩額
福祉事業活動収入計⑷
人件費支出
事務費支出
事業費支出
減価償却費
福祉事業活動支出計⑸

福祉事業活動収支差額⑹=⑷-⑸

1,144,750
1,136,373
4,807,195
1,500,000
8,588,318
1,478,750
4,400,000
1,500,000
7,378,750
1,209,568
55,945,997
15,731,000
15,731,000
1,507,348
15,731,000
17,238,348
-1,507,348
54,438,649
287,586,080
342,024,729
4,839,000
10,800,000
336,063,729

404,370,379
0

327,066,534
2,716,685
15,868,971
850,266

53,540,730
4,327,193

1,181,238,792
743,534,228
457,808,861
285,725,367
437,704,564
2,836,374
5,110,896
58,642,430
15,282,796
22,940,618
12,953,326
13,624,602
2,000,000

255,392,718
41,128,500
7,792,304

1,585,609,171

48,818,459
10,748,808
29,071,679
2,684,628
6,313,344
57,292,304
49,500,000
7,792,304

106,110,763

547,722,338
547,722,338
297,191,123
298,521,218
1,200,000
12,800,000
29,128,500
255,392,718
336,063,729
54,438,649

1,479,498,408

1,585,609,171

か
い

な
ら

「
香
川
県
工
賃
増
額
支
援
計
画
」
に
思
う
こ
と

「
香
川
県
工
賃
増
額
支
援
計
画
」
に
思
う
こ
と

理
事
長 

 

菅
谷　

隆
志

常
務
理
事

 

大
久
保　

厚

理　

事

 

白
井　

義
男

 

藤
本　

孝
雄

 

渡
辺　

一
雄

 

安
西　
　

清

 

本
田　

展
稔

 

壷
井　

邦
子

 

松
家　
　

等

 

池
上
美
智
子

 

高
橋　

英
雄

監　

事

 

山
地　

繁
雄

 

石
原　

恒
忠

評
議
員

 

菅
谷　

隆
志

 

大
久
保　

厚

 

白
井　

義
男

 

藤
本　

孝
雄

 

渡
辺　

一
雄

 

安
西　
　

清

 

本
田　

展
稔

 

壷
井　

邦
子

 

松
家　
　

等

 

池
上
美
智
子

 

高
橋　

英
雄

 

蓮
井　

敏
夫

 

片
岡　

良
民

 

河
田　
　

澄

 

三
好　
　

昇

 

伊
藤　

良
治

 

溝
渕　

芳
市

 

増
田　

正
雄

 

片
山　
　

堯

 

西
岡
千
恵
子

 

岡
本
由
美
子

 

佐
藤　

光
雄

 

長
嶋　

宣
浩

﹇
任
期
﹈

　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
六
日

　

よ
り
二
年
間 

・ 

美
し
い
施
設 

心
を
一
つ
に

・ 

イ
ノ
ベ
ー
ト
朝
日
園

▼平成20年5月20日の理事会・評議員会において、
　社会福祉法人朝日園の理事・評議員・監事が下記の通り選任されました。

働く障害者の自立支援に
あなたのお力添えを

よろしくお願いいたします。

朝日園では、社会福祉法人

身体障害など、何らかの職業的ハンディ
キャップのあることが原因で一般企業な
どに就職する機会に恵まれない方々に、職
業訓練やリハビリも兼ねて“働く場”を提
供している社会福祉施設で、印刷事業と
軽作業に力を注いでおります。売上は障
害者の福利厚生に役立せて頂きます。
詳しくは下記連絡先まで。

TEL（087）898‒2323



◎例年開催しております「朝日園地域交流サマーフェスティバル」
は、本年朝日園の改修工事中のため中止させていただきます。

　

平
井
小
学
校
様
よ
り
、手
作
り
作
品
を

頂
き
ま
し
た
。

　

作
業
場
の
ペ
ン
立
て
や
花
瓶
入
れ
と
し

て
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
手
作
り
作
品
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
井
小
学
校
様
よ
り

3/28

社
会
福
祉
法
人　

朝
日
園

　
　

理
事
長　
　

菅　

谷　

隆　

志

赤
井
電
機

富
士
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
業
㈱

香
川
労
済

行
成
輝
見

山
地
繁
雄

石
原
恒
忠

香
川
県
農
業
共
同
組
合

三
木
町
支
店

㈱
朝
日
段
ボ
ー
ル

　

朝
日
園
で
は
各
種
印
刷
業

務（
デ
ザ
イ
ン・編
集・印
刷
）

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。営
業
が
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
れ
る
よ
う
、が
ん
ば

り
ま
す
。

　

こ
の
度
、理
事
定
数
の
１

名
増
に
伴
い
、大
久
保
厚
氏

（
前
香
川
県
農
業
協
同
組
合

理
事
長
、元
社
会
福
祉
法
人

香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事
）が
常
務
理
事
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

http://www.asahien.or.jp/

ご
厚
志

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
寄
附
者
（
敬
称
略
）

社会福祉法人朝日園の理念

福祉サービス  質の向上 人権尊重、障害者の自立と
社会参加を支援

報　恩　感　謝福祉サービス  質の向上 人権尊重、障害者の自立と
社会参加を支援

報　恩　感　謝

福祉サービスの理想像を
求めて常に前進する

１人ひとりの人格を大切に
生きる喜び・働く喜びを知る

社会に開かれた活気に満ちた環境を創る

常に深い感謝の心を
もって自ら行動する

▲園内で行われた花見会

こ
の
広
報
誌
は

朝
日
園
で
作
成

さ
れ
て
い
ま
す

（
０
８
７
）８
９
８
ー 

２
３
９
９

■
印
刷
専
用
電
話

6月11日（水）
  ～13日（金）
6月14日（土）
6月16日（月）
  ～20日（金）
6月
7月
7月29日（火）

8月
8月
9月 1日（月）
9月
9月

県外研修旅行（2泊3日/伊勢・志摩方面）
［朝日園・朝日エイト］

リハビリ場・作業場の改修工事開始［朝日園］ 

実習生実習（香川大学４名）［平成園］　　

機関誌「へいせい25号」発行［平成園］
機関誌「エイト7号」発行［朝日エイト］
第8回社会福祉法人「朝日園グループ」と氷上
卓球スポーツ少年団等との卓球交流会［全施設］
ナイスハートバザールin香川2008［全施設］
合同バーベキュー［全施設］
防災訓練［全施設］
第10回地域交流ふれあいフェスティバル［全施設］
県外研修旅行（1泊2日）［全施設］

これからの予定 2008

お知らせ

　

去
る
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
百
八
回
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、

白
井
義
男
理
事
長
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

理
事
の
皆
様
の
ご
同
意
を
得
て
、計
ら
ず

も
理
事
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

前
理
事
長
の
も
と
常
務
理
事
と
し
て

の
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
に
も
汲
々
と
し

て
い
た
身
に
は
、文
字
ど
お
り
晴
天
の
霹

靂
で
あ
り
、戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
社
会
福
祉
法
人
朝
日
園
に

お
寄
せ
頂
い
た
沢
山
の
人
た
ち
の
汲
め
ど

も
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
心
温
ま
る
福

祉
の
心
に
微
力
な
が
ら
お
応
え
し
な
け

れ
ば
と
の
思
い
で
お
受
け
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
致
し
ま
し
た
。

　

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

思
え
ば
故
白
井
要
平
初
代
理
事
長
の

昭
和
五
十
年（
一九
七
五
）の
法
人
朝
日
園

の
創
設
以
来
三
十
余
年
に
わ
た
る
連
綿

と
す
る
歴
史
は
、こ
こ
香
川
の
地
に
障
害

者
福
祉
の
草
創
期
に
始
ま
る
基
礎
を
築

く
、理
想
の
実
現
に
向
け
た
建
設
の
時
代

で
し
た
。

　

白
井
義
男
第
二
代
理
事
長
は
、初
代

理
事
長
亡
き
あ
と
の
平
成
十
五
年（
二
〇

［発行所］
　香川県高松市前田東町585-5
　社会福祉法人 朝日園
［発行人］
　菅　谷　隆　志
［印刷所］
　身体障害者授産施設 朝日園
　ＴＥＬ(087)898-2399
　http://www.asahien.or.jp/

第73号
平成20年6月16日発行

第73号

〇
三
）九
月
に
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、九

を
数
え
る
施
設
、事
業
群
の
旧
態
依
然

と
し
て
い
た
運
営
、管
理
を
、法
人
全
般

の
人
事
、内
務
事
務
の一
体
化
と
授
産
の

Ｉ
Ｔ
化
を
、そ
の
卓
越
し
た
企
業
経
営
的

手
腕
を
も
って
強
力
に
指
導
さ
れ
る
と
共

に
、懸
案
の
朝
日
園
の
老
朽
化
し
た
施
設

群
の
大
規
模
改
修
に
敢
然
と
し
て
道
が

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
下
の
最
大
の
課
題
は
、障
害
者
自
立

支
援
法
の
も
と
新
事
業
体
系
へ
の
移
行

を
図
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、現
在
の
利
用
者
の
個
々
人

の
ニ
ー
ズ
を
確
実
に
踏
ま
え
た
、ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ン
グ（
軟
着
陸
）の
移
行
こ
そ
私
共
の

責
務
と
考
え
ま
す
。

　

法
人
経
営
に
も
報
酬
面
を
初
め
厳
し

い
局
面
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
こ
れ
ま
で
法
人

朝
日
園
の
経
営
は
健
全
か
つ
順
調
に
推

移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
法

人
の
理
念
で
あ
る『
報
恩
感
謝
』の
誠
を

も
っ
て
、職
員
、利
用
者
の
皆
さ
ん
と
共
に

手
を
携
え
、誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
ご
支
援
の
程
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
、ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
二
月
五
日（
火
）香
川
県
議

会
文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
宮
本
欣
貞
文

教
委
員
長
他
、二
十
一
名
）の
一
行
が
朝
日
園

へ
視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。利
用
者
の
人
達

の
現
場
を
視
察
、作
業
中
の
利
用
者
一
人
ひ

と
り
に
励
ま
し
の
言
葉
を
か
け
て
頂
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
川
県
議
会
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
朝
日
園
視
察

軽
作
業
科
に
て

印
字
科
に
て

印
刷
科
に
て

宮本欣貞文教委員長からのご挨拶

2/5

新
職
員
の
紹
介

法
人
新
常
務
理
事

就
任
の
お
知
ら
せ

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

立
岡　

優
理

（
す
ず
ら
ん・
生
活
支
援
員
）

　

利
用
者
さ
ん
に
誠
実
に

接
し
、経
験
を
重
ね
な
が
ら

毎
日
を
充
実
し
た
も
の
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

藤
倉　

香
保
里

（
朝
日
エ
イ
ト・
生
活
支
援
員
）

　

仕
事
や
利
用
者
さ
ん
の

顔
と
名
前
を
早
く
覚
え
ら

れ
る
よ
う
一
所
懸
命
が
ん
ば

り
ま
す
。

柳
生　

明
香

（
朝
日
園
・
事
務
員
）

大久保　厚　理事


